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○平成19年度観閲式
１

○町の話題 ２
○お知らせ ３
○イマダス・町のたから

４

…………………
……………
……………

……………

６
月
10
日
、
今
別
町
消
防
団

(

横
岡

亘
団
長)

定
期
観
閲
式
が
今
別
川
海
峡

あ
す
な
ろ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
消
防
団
員
及
び
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
１
９
６
名
に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー

ド
で
幕
が
開
け
、
会
場
に
は
青
森
県
知

事
・
青
森
県
消
防
協
会
会
長
を
は
じ
め

東
郡
各
町
村
長
な
ど
、
約
１
０
０
人
の

来
賓
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
人
員
・
服
装
、
機
械
器

具
点
検
な
ど
を
検
閲
後
、
本
部
分
団
自

動
車
ポ
ン
プ
操
法
、
第
１
・
２
分
団
、

第
４
分
団
、
第
８
分
団
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
が
行
わ
れ
、
機
敏
で
正
確
な

操
法
を
披
露
。
続
い
て
行
わ
れ
た
全
分

団
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
で
は
、
放
水

が
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
、
関
係
者
や
見

学
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
分
列
行
進
や
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
横
岡
団
長
か
ら

｢

消
防
人
は
、
町
民
の
生
命
財
産
、
安

全
を
守
る
た
め
、
今
後
も
一
致
団
結
し

任
務
に
当
た
っ
て
欲
し
い
。
さ
ら
に
、

団
員
の
家
族
の
協
力
に
感
謝
し
た
い｣

と
延
べ
、
団
員
の
士
気
を
高
め
て
い
ま

し
た
。

��
���������������

���� !"#$%&'()*+, -"*./0123�445678 9:(;<=>?@�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

	



本
部
副
団
長

小
山
内

幸

雄
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第
４
分
団
分
団
長

相

内

一

雄

(

他
５
名)
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第
６
分
団
団
員

相

内

啓

紀
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第
７
分
団
・
第
９
分
団
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第
９
分
団
分
団
長

田

中

要

蔵

�
�
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第
１
分
団
班
長

小

嶋

俊

洋

�
�
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�

	



第
５
分
団
分
団
長

嶋

中

幸

男

(

他
３
名)
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◇
25
年
勤
続
章

第
12
分
団
副
分
団
長

田

中

清

明

(

他
５
名)

◇
20
年
勤
続
章

第
６
分
団
班
長

鈴

木

信

彦
(

他
２
名)

◇
15
年
勤
続
章

第
６
分
団
団
員

村

川

昭

雄

◇
10
年
勤
続
章

第
11
分
団
班
長

鈴

木

孝

利

(

他
11
名)
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第
７
分
団
分
団
長

田

中

清

隆

(

他
８
名)
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第
３
分
団
団
員

田

村

幸

治

(

他
５
名)
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第
４
分
団
団
員

小
田
桐

大

樹

(

他
２
名)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

(

10
名)

�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

５
月
25
日
、
青
森
県
体
育
指
導
委
員

永
年
勤
続

(

10
年)

表
彰
が
行
わ
れ
、

今
別
町
体
育
指
導
員
の
平
山
裕
樹
さ
ん

(

西
田)

田
中
玲
子
さ
ん

(

今
別)

が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

両
委
員
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
青
森

県
の
体
育
振
興
に
対
し
て
、
多
大
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
し
た
田
中
玲
子
さ
ん
は
、｢

体

を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
体
育
指
導
委

員
を
受
け
10
年
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
春
、
秋
の
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
が
楽
し
み
で
す
。
バ
レ
ー

が
上
手
い
、
下
手
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で

も
参
加
し
て
笑
い
な
が
ら
汗
を
流
し
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
て
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
の
輪
を
体
育
指
導
員
と
し
て
大

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。｣

と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

で
は
、
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
工
作

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
画
用
紙
に
の
り
付
け
し
た
り
、

好
き
な
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
個
性
あ
ふ

れ
る
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
赤

ち
ゃ
ん
の
時
の
写
真
や
友
だ
ち
と
の

思
い
出
写
真
な
ど
を
入
れ
、
出
来
上

が
っ
た
フ
レ
ー
ム
に
子
ど
も
達
は
満

足
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
19
日
今
別
町
へ
青
森
銀
行
従

業
員
組
合

(

委
員
長
瀧
本
将
史)

か

ら
、
防
犯
灯
10
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。青

森
銀
行
従
業
員
組
合
で
は
、
組

合
結
成
15
周
年
を
機
に

｢

地
域
社
会

に
感
謝
の
心
を｣

と
い
う
趣
旨
で
、

年
２
回
募
金
活
動
を
中
心
に

｢

あ
り

が
と
う
運
動｣

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。以

来
26
年
間
、
県
内
各
市
町
村
や

福
祉
施
設
等
へ
品
々
を
寄
贈
し
て
お

り
、
こ
の
度
当
町
へ
防
犯
灯
を
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。
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★
一
つ
目
は
、
今
年
４
月
１
日
か
ら

今
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
り

の
中
に
専
門
職
員
を
配
置
し
て
、
高

齢
者
の
方
々
の
総
合
的
な
相
談
や
介

護
予
防
な
ど
の
業
務
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
専
用
の
電
話

(

35－

２
１
２

２)

も
設
け
ま
し
た
の
で
、
困
っ
た

こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
大
い
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
今
年

で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
予
防
を
重
視
し
た
各
種
事
業
の
実

施
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

★
二
つ
目
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

が
昨
年
10
月
か
ら
全
面
施
行
と
な
り
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
害
を
一

元
化
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
順

次
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
区
分
や
利
用
の
仕
方

も
変
わ
り
ま
す
が
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
へ
は
概
ね
５
年
間
を
か
け
て
移
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
な
施
策
と
し
て
市
町
村

が

｢

地
域
生
活
支
援
事
業｣

を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
相
談
支
援
や
日

常
生
活
用
具
給
付
等
の
ほ
か
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て

｢

か
も
め
共
同
作
業
所｣

を
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
運
営
委
託
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

★
三
つ
目
は
、
国
の
医
療
制
度
改
革

の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
、

現
在
75
歳
以
上
の
人
に
適
用
さ
れ
て

い
る

｢

老
人
保
健
制
度｣

が

｢

後
期

高
齢
者
医
療
制
度｣

に
移
行
に
な
り

ま
す
。
昨
年
度
、
県
を
一
つ
の
組
織

単
位
と
す
る
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
組
織
さ
れ
、
来
年
４

月
の
施
行
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
は
新
し
い
制
度
の
下

に
、
生
活
習
慣
病
有
病
者
と
そ
の
予

備
軍
を
５
ヶ
年
で
10
％
以
上
減
ら
す

と
い
う
計
画
を
立
て
、
国
保
の
保
険

者
で
あ
る
市
町
村
に
も
生
活
習
慣
病

(

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム)

の

予
防
に
着
目
し
た
特
定
健
診
、
特
定

保
健
指
導
が
義
務
付
け
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
健
診
受
診
率
を
70
％
に
、

保
健
指
導
実
施
率
を
45
％
に
上
げ
る

実
施
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
格
実
施
は
平
成
20
年
度
か

ら
に
な
り
ま
す
が
、
総
合
健
診
の
ほ

か
個
別
指
導
や
グ
ル
ー
プ
指
導
を
行

い
ま
す
。

★
四
つ
目
は
、
生
活
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
を
始
め
て
４
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
ま
で
は
、
16
年
度
17
基
、

17
年
度
15
基
、
18
年
度
16
基
、
の
実

績
に
、
平
成
19
年
度
は
16
基
予
定
し

て
い
ま
す
。
国
の
基
準
額
に
町
が
独

自
に
上
乗
せ
し
て
進
め
て
い
る
こ
の

計
画
は
、
来
年
度
以
降
も
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
20
年
度
の

申
し
込
み
は
11
月
末
頃
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
活
用
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

★
今
後
も
地
域
福
祉
の
窓
口
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
追
伸
、
次
第
に
気
温
が
高
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
ス
ズ
メ
バ
チ

に
よ
る
大
き
な
被
害
も
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
防
護
服
の
貸
し
出
し
を
希

望
す
る
場
合
も
、
駆
除
を
要
請
す
る

場
合

(

高
齢
者
世
帯
等)

も
、
巣
が

大
き
く
な
る
前
に
見
つ
け
た
ら
早
め

に
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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県
で
は
、
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
の

｢

特
定
不
妊
治
療｣

を
受
け

た
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、｢

青
森
県
特
定
不
妊
治
療

助
成
事
業｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
は
、
１
組
の
夫

婦
に
つ
い
て
１
回
の
治
療
に
つ
き

10
万
円
を
限
度
と
し
、
１
年
度
当

た
り
２
回
ま
で
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

助
成
期
間
は
通
算
５
年
で
す
。

ま
た
、
県
で
は
不
妊
に
関
す
る

無
料
の
相
談
窓
口
を
弘
前
大
学
医

学
部
付
属
病
院
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
東
青
地
域
県
民
局
地

域
保
健
福
祉
部
保
健
相
談
室

(

℡:

０
１
７－

７
４
１－

８
１

１
６)

ま
た
は
県
こ
ど
も
み
ら
い

課

(

℡:

０
１
７－

７
３
４－

９

３
０
３)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

６月５日､ 県立青森北高校今別校舎の生徒たちは､ 今
別川河川敷の清掃活動を行いました｡
生徒たちは､ 袋を手に空き缶やゴミを熱心に拾い集め

ながら､ 環境美化の大切さを再認識していました｡

６月７日､ 村元地区住民約20人が河川公園(村元側)の
草刈作業を行いました｡ 地区の環境整備と防犯対策の一
環として ｢子どもが安心して遊べる場所｣ にと､ 各自で
草刈機などを持ち寄り､ 公園整備に汗を流していました｡

５月31日､ 連合婦人会など各団体の方々が､ 東青地域県民局
地域整備部から配布されたサルビア､ ベコニアなどの花1,000
本を国道や県道のゆとりの駐車帯に植え付けをしました｡

６月12日､ 日赤奉仕団今別支部の方々約20名が高野崎海岸の
清掃を行いました｡ 捨てられたゴミや､ 流れついたゴミなどを
拾い集めながら､ 高野崎に来る観光客に美しい景観を楽しんで
欲しいと話していました｡



���

������������������		

��������	
��
�
最近､ 全国的に国税局や税務署職員を語った ｢振り込め詐欺｣
が発生しています｡
手口としては ｢税金の返却手続き期限が迫っています｣ と電

話がきてお金が戻ってくると信じこませ､ ＡＴＭへ誘い､ そこ
から電話をさせ､ ＡＴＭの操作方法を教え､ 返却手数料名義で
お金を入金させるものです｡
今別町での発生は､ 今のところありませんが､ もしこのよう

な葉書や電話が来たら､ 駐在所へ相談して下さい｡

������	
�����
暑い時期になると海や川で遊ぶことが多くなり､ 水難事故の

危険性があります｡
�����	
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みんなで注意して､ 水難事故をなくしましょう｡

連絡先 外ヶ浜警察署 ２２－２２１１
今別駐在所 ３５－２０２９

� � � � � � � � � � � �

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

����������			


�����
�����

��������	
��


��������	���������������

� !"#�$% &�'(�)*"+,�-.��/

�0123"451�6789��+������1�

68:;
�<�
=

�4�	��>	�"�#	?���"�@��A�B�B��CD3E3+�

�F�����3G��=������HI1�3,JK#�LM����,N�

�O���P3��	�:B�B�3EQHE3+��F�
��
R��S��

�TH,���UUFGH�3,VW��:X3Y+3G�=

��
����

人間の体の約2/3は水で作られています｡
夏は大量の汗を失うために､ 水分補給は欠
かせません｡ ただし､ 冷たい飲み物ばかり
を飲んでいると､ 胃腸の消化機能が低下し､
体調を崩す原因となります｡
① 冷たいものばかりを飲まない・・・温
かいお茶などで水分補給しましょう｡
② のどの渇きに逆らわない・・・水では
太りません｡ のどが渇いたなと感じる前
にこまめに水分をとりましょう｡
(特に高齢者や子どもは注意)

③ 甘い飲みものばかりを飲まない・・・
甘い飲み物は満腹感があるため､ 食欲低
下につながります｡ アイスやスイカなど
も同様です｡
特に ｢汗っかき体質｣ の人はこまめに水
分を補給するように心がけましょう｡

��������
��� !"�

つい､ 暑い夏の水分補給は
｢冷えたビールで・・・｣ と
いきそうですが､ 残念ながら
アルコールには利尿作用があ
るため､ 尿の量を増やし､ 逆に脱水状態と
なります｡ 暑い夏の日のビールはおいしい
ですが､ 水分補給にはなりません｡ 飲みす
ぎには注意しましょう｡

#$%&�'(
)�$ $*+,

-�./&/)�$0�1

あなたの夏の過ごし方が夏バテ
しやすいか､ チェックしてみましょう｡

○の数が５個以上のあなたは注意が必要
です｡

&23�45
�666

①よく眠る・・寝苦しいこともあり､ 夏
は寝不足になりがちです｡
②ゆっくり湯船につかる・・クーラーや
冷たい飲物で冷やしすぎた体を温めま
しょう｡
③軽い運動をする・・息があがらない程
度の運動を続けることで､ 汗を出しや
すい体質になるので､ 体温調節が上手
な体になります｡ 毎日続けることが大
事です｡
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ス
ギ
材
の
価
格
が
持
ち
直
し
た
、

と
い
う
さ
さ
や
き
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
40
年

〜
50
年
の
外
材
ラ
ッ
シ
ュ
の
風
向

き
が
変
わ
っ
た
た
め
で
す
。
ラ
ワ

ン
な
ど
南
洋
材
の
輸
入
も
急
激
な

資
源
不
足
か
ら
、
つ
い
に
40
年
前

の
20
分
の
１
に
落
ち
込
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
合
板
用
に
は
国
産
ス

ギ
材
や
カ
ラ
マ
ツ
材
が
使
わ
れ
始

め
て
い
ま
す
。
米
ツ
ガ
、
米
マ
ツ

材
も
南
洋
材
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
輸
入
量
は
激
減
。
米
ツ
ガ
の

製
材
工
場
も
次
々
に
撤
退
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
町
の
周
辺
で

は
ま
だ
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
お
く

れ
の
、
荒
れ
た
ス
ギ
林
が
目
に
つ

き
ま
す
。
間
伐
し
て
も
ど
う
せ
金

に
な
ら
な
い
、
と
い
う
悪
い
夢
に

ず
っ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
て
き
た
せ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
て
、
国

有
林
の
人
工
ス
ギ
林
の
見
通
し
も

問
題
は
山
積
み
で
す
が
、
民
有
ス

ギ
林
に
対
し
て
の
林
野
庁
の
対
応

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

平
成
12
年
か
ら
緊
急
間
伐
５
ヶ

年
対
策
で
、
間
伐
遅
れ
の
人
工
林

が
集
中
す
る
所
を
対
象
に
、
間
伐

実
施
は
１
５
０
万
�
を
ク
リ
ア
し

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
平
成
17
年
度
か
ら
３

ヶ
年
対
策
で
、
30
万
ha
の
間
伐
を

40
年
生
〜
50
年
生
の
人
工
林
を
対

象
に
実
施
す
る(

林
野
庁
間
伐
対

策
室)

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
国
庫
補
助
と
各
県
の

単
独
事
業
を
合
わ
せ
て
行
う
も
の

で
す
が
、
従
来
の
間
伐
方
針
と
少

し
趣
む
き
が
変
わ
っ
た
点
が
見
ら

れ
ま
す
。

〈
下
草
の
乏
し
い
ス
ギ
林
な
ど
、

治
水
機
能
や
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
の

低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
工
林
〉

を
対
象
に
す
る
と
い
う
の
は
、
下

草
や
広
葉
樹
が
共
に
育
つ
よ
う
に

す
る
間
伐
と
、
長
伐
期
林
が
望
ま

し
い
姿
と
述
べ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
が
〈
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
第
２
ス
テ
ッ
プ
〉
と
さ
れ
る
の

で
す
。

こ
れ
は
先
進
地
の
林
業
経
営
者

の
経
験
や
研
究
者
た
ち
の
理
論
を

反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
わ
が
町
の
ス
ギ
林
に
つ
い
て

も
、
毎
年
の
県
の
間
伐
補
助
事
業

に
該
当
す
る
、
し
な
い
は
別
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
価
値
の
あ

る
売
れ
る
ス
ギ
林
に
し
た
い
も
の

で
す
。
従
来
の
50
年
伐
期
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
80
年
生
の
高
価
な
ス
ギ

林
を
育
て
る
た
め
に
は
、
下
草
の

茂
る
、
広
葉
樹
と
共
存
す
る
森
に

す
る
間
伐
の
仕
方
が
必
要
の
よ
う

で
す
。｢

原
点
は
森
を
保
全
す
る

こ
と｣

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
〈
思
い
き
っ
て
間
伐
の
明
る
い

森
に
す
る
こ
と
〉
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

澤田 瑞穂さん
(今別八幡宮宮司)
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� � 平成19年７月28日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館

�	
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
16
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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